
インフォグラフィックスを用いた国情報把握支援システムの提案 

 

島崎 梨香†  植竹 朋文† 

専修大学 経営学部† 

 

＜研究動機＞ 

海外旅行に行く前に、その国についての基本

情報（人口、面積、人種、治安等）を十分に調

べて行くことはそれほど多くない。そのため、

その国についての知識が不足し、旅行を十分に

楽しめないことが多い。せっかく行くのでその

国の情報をもっと手軽に知ることができればい

いと思ったのが、研究動機である。 

 

＜研究目的＞ 

海外旅行に行く人を対象に、容易に旅行先の

国についての情報を把握できるように支援する

システムを提案することを目的とする。 

 

＜現状分析＞ 

 海外旅行に行く人が渡航前に、行く国につい

ての基本情報をどの程度調べているかを明らか

にするためにアンケート調査を行った。また、

各国の基本情報を提供しているメディアについ

ても調査を行った。 

 

▼利用者の意識の分析 

 基本情報を以下の 4 つに分類し、渡航前に各

項目について、どの程度調べているか調査した。 

 

表 1.アンケート調査（5段階評価） 

項目 評価 

行く国の基本的概要 1.9 

過ごしやすさ 4.1 

治安 3.5 

物価 3.8 

対象:海外旅行経験者 25名 

 

また、上記にあげた基本情報を「調べない」理

由について調査したところ、その情報の価値を

認識していなかったり、文字ベースで調べるの

が手間であるということも明らかになった。 

 
 

 

 

 

▼情報提供媒体の分析 

 次に既存の情報提供媒体（「るるぶ」と「地

球の歩き方」のサイトと書籍）の分析を、情報

の価値とかかる手間に注目して行った。 

 

表 2.既存の情報提供媒体 

 情報の価値 手間 

サイト 情報に意味づ

けが不十分 

文字ベースで

比較が困難 

書籍 情報に意味づ

けが不十分 

情報が散在し

ている 

 

▼現状分析のまとめ 

現状分析の結果、以下の点が明らかになった。 

 

・ 情報の価値の明確化と利用者の手間の軽減

が重要 

・ 既存媒体では、個々の情報は提供されてい

るものの、その価値の理解を促す仕組み

と得られた情報の比較や把握を支援する

機能が不十分 

 

＜システム提案＞ 

 現状分析を踏まえ、以下の機能を持つ国情報

把握支援システムを提案する。 

 

●価値の明確化機能 

→国の基本的な情報をユーザの居住国や地

域と比較することで、情報の価値を明確化

する。 

●情報の可視化機能 

→インフォグラフィックス（情報をわかり

やすく、人に伝わるかたちに視覚化する手

法）を用いた可視化ルールに基づいたテン

プレートを作成することで、ユーザが欲し

い情報と実際の情報を対応させ、それをわ

かりやすく可視化して提供することで、情

報の把握を容易化する。 

 

なお可視化にあたっては、無料で利用可能な

インフォグラフィック作成ツールである

easel.ly（http://www.easel.ly/）を利用した。 
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作成した可視化ルールを以下に示す。 

 

【可視化ルール】 

・ 情報（人） → 擬人化 

・ 情報（もの）→ イメージ 

・ 情報（数値）→ グラフ化＋イメージ 

 

 実際に可視化した情報の例を以下に示す（図 1、

図 2）。 

 

 

図 1.可視化した情報の例（治安） 

 

 

図 2.可視化した情報の例（人種） 

 

＜効果検証＞ 

システムの有効性を検証するために、海外旅

行経験者 19 名を対象に、実際に情報を可視化し

たものを利用してもらい、その評価をしてもら

った。評価項目は以下の表 3 に示すとおりであ

る。 

 

表 3.効果検証（5段階評価） 

項目 得点 

行く国の基本的概要 4.4 

過ごしやすさ 4.3 

治安 4.6 

物価 4.4 

本システムの有効性 4.6 

 

この結果（表 3）から、海外旅行をする際に必

要となる個々の情報を身近な情報と比較し、可

視化して提供する本システムの有効性が確認さ

れたと考えられる。 

ただ、可視化による理解度は人によって異な

っているため、「過ごしやすさ」等といった項

目の情報については、十分な効果が得られなか

ったケースも存在したので、今後も可視化ルー

ルについてはさらなる改良が必要であることも

明らかになった。 

 

＜結論＞ 

インフォグラフィックスを利用した本システ

ムを利用することで、ユーザにそれほど手間を

かけることなく、海外旅行をする際に必要とな

る情報が可視化され、理解しやすいように自国

の情報を比較して提供されるので、ユーザが容

易に旅行先の国についての情報を把握でき、よ

り旅行を楽しんでもらうことが可能になると考

えられる。 

 

＜今後の課題＞ 

今後の課題としては以下のものがあげられる。 

 

・ 可視化ルールの改良 

・ 図示だけでなく正確な情報の併記の検討 

・ 可視化が難しい情報への対応 
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